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Ⅰ　岩倉使節団関係の出版物について
　ここ何年か、短期大学部文化学科の「文化
研究」という科目で私は岩倉使節団を取り上
げ、自分の勉強テーマともしてきた。その経
過の中で、岩倉使節団関係の図書若干と
DVDを、新たに本学図書館に入れて頂いた。
岩倉使節団とは、米欧を回覧するため明治４
年に出発した外交使節団であるが、当初１０ヶ
月半の予定であったが明治６年にかけ約１年
９ヶ月を費やすこととなった。全権大使であ
る右大臣岩倉具視と、副使では参議木戸孝
允、大蔵卿大久保利通は明治日本の実力者で
あったから、彼らの長期不在は大胆な決断を
要することであり、それだけこの使節団は重
要視されていた。若手の副使２名のうち１名
は工部大輔伊藤博文で、周知のとおり、後に
大政治家となった。出発時総勢４６名であった
という。
　使節団の主目的は、米欧諸国への国書奉呈
と不平等条約改正のための予備交渉・調査で
あった。途中、条約改正交渉が直ちに開始で
きると気負ったものの頓挫する失態があった
が、調査という本来の計画に戻ったわけであ
る。一行は気を取り直して米欧の政治・軍
事・経済・産業・教育・社会・文化等につい
て精力的に調査・見学し、帰国後は政変を経
て大久保が政府の主導権を握った。
　岩倉使節団には任務についての公式報告書
があり国立公文書館に所蔵されているが、別
に大使随行久米邦武編修『特命全権大使米欧
回覧実記』全５巻が出版された。これは国民
が読めるように回覧の見聞実録をまとめ各国
紹介を添えたもので、非常に興味を覚えさせ
る読み物になっている。今日の読者にとって
当時の米欧諸国を見学する気持ちになれると
共に、使節団にとって何が重要であったかが
読みとれる。のみならず、読者は展望を拡げ
て、岩倉、木戸、大久保、伊藤の生涯や、使
節団に同行してアメリカに渡った日本最初の
女子留学生たちについてもっと知ろうと思っ
たり、さらに過去の日本人の海外体験や、逆
に外国人の日本体験の歴史も知ろうと思った
りと、研究したいことが続々生じるであろ
う。
　『米欧回覧実記』は田中彰氏により校訂注
釈され、１９７７年に岩波文庫に入った。私はこ
れを読みたいと思っていたが、私が読むこと
から授業も組み立てられると見通しを立て
た。ただしこれを教科書に使うのは無理であ
るが、幸い田中彰氏が２００３年に岩波新書『明
治維新と西洋文明─岩倉使節団は何を見たか
─』という格好の本を書いていた。我々は田
中彰氏に、『米欧回覧実記』の校訂注釈、研
究書、一般書などで絶大な恩恵を受けてい
る。
　こうして授業の心づもりをしていたとこ
ろ、２００４年に泉三郎氏の『岩波使節団という
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冒険』（文春新書）が出版された。読んでみる
と私の授業にはこの本のほうが向いていると
わかったので、教科書はこちらに決め、学生
諸君には田中彰氏の本と読み比べるよう奨め
ることにした。
　泉三郎氏は岩倉使節団の研究家で、著作す
るのみならずNPO法人「米欧亜回覧の会」を
主宰している。この会の企画により、『米欧
回覧実記』の現代語訳と総索引、DVD『岩倉
使節団の米欧回覧』が出版されている。他方
２００２年に英訳『The Iwakura Embassy 1871-
1873』が出版されているが、これは別の主体
の国際的翻訳チームによる研究を伴う事業で
あり、現代語訳にはその成果も取り入れられ
ている。
　以上に言及した図書のうち若干とDVDを
本学図書館で購入することを提案したところ
実現し、ささやかな寄与ができたと喜んでい
る。私は研究書レベルの図書は視野に入れな
かったが、今後、「岩倉使節団研究」という
テーマの下に代表的な研究書・一般書・映像
資料が、より整備されていくことを願ってい
る。
　まだ商品になっていないようであるが、
NHK番組「世界から見たニッポン 明治編
第１回 西洋の驚きと警戒 前編」に岩倉使
節団のアメリカとドイツでの経験がかなり紹
介されていて有り難かった。このシリーズは
８本の番組からなるが、非常によい作品だと
思う。NHKは折に触れ再放送している。
Ⅱ　外国語学習教材について
　話は変わるが、英語教育に長年携わってき
た者として、図書館の役割に期待したい。教
養教育としての位置付けにおける学校英語教
育が提供できるのは、発音・会話・読解・作
文などのしかたや文法の「理解」と、ある程
度の練習である。
　しかしながら、理解した英語を「技能」と
して身につけるためにはもっと多大の練習量
を必要とする。それは授業で習った例に従っ
て学習者が心ゆくまで行うことが必要であ
る。例えば読解授業で読めるようになったレ
ベルの読物をすらすら読めるようになるに
は、授業の５～１０倍くらい自分で読まなけれ
ばならない。初級英会話授業を１年受けた後
は、CD付日常会話本を何冊か自己学習する
うちに、繰り返し現れる表現がそろそろ身に
つき、意識的にマスターすべき表現も見えて
くるが、それをしないと元の木阿弥になる。
リスニングは、読むとすれば十分易しい英文
の音声を、文字を見ないで繰り返し聴き、レ
ベルを徐々に上げて行くのであるが、各自が
何十分かの挑戦を何十回も重ねることになる
だろう。
　このような自己学習の教材は十分市販され
ているが、大きな書店に足を運ばなければ知
らないままで終る。大きな書店へ行っても玉
石混交でその場で正しい選択をすることが難
しい。CDは試聴することができない。
　そこで、大学図書館に良い英語学習教材を
十分置きたいものである。教員はその選択・
提案に大いに力をさくべきである。それらは
一ヶ所に集中して開架設置する。教材を年１
回は見直して、鮮度の無くなったものは処分
する。利用者は教材の内容を確認し、自分で
買うことにする。以前はLL準備室があり、
そのように運営していたが今はない。英語に
ついて述べたが、他の外国語についても言え
ることである。現在はGLOBAL SQUAREが
ある。このようなことをそこでできるのであ
れば（もっとスペースが必要だが）、それも
一法であろう。
